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市政だより
の動き

4月 1日現在 前月比

人口計 6 2，9 1 8 -220 
男 30，2 2 9 -136 
女 32，6 8 9 - 84 

'世帯数 1 7.4 1 8 十 21

口人
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グ生
き
が
い
を
味
わ
っ
て
も
ら

え
ま
し
た
。

入
れ
ら
れ
た
乙
の

ヒ
ナ
は
、
県
内

の
在
来
種
・

対
島

ニ
ワ
ト
リ
(
二

郷
の
県
畜
産
試
験
場
養
鶏
場
で
フ

化
し
、
六
十
日
間
育
て
て
い
た
も

以
上
の
お
年
寄
り
が
四
十
三
人
お

ら
心
ま
す
が
、
菜
園
で
の
野
菜
や

乙
の
ニ
ワ
ト
リ
は
、
八
月
頃
か

お
う
u

と
先
月
二
十
七
日
、

養
護

意.. 

: 
巌....，
甥....

50三....

老
人
ホ

l
ム
・

清
和
国
に
、
お
年

ら
卵
を
産
み
だ
す
予
定
と
な
っ
て

寄
り
た
ち
が
待
ち
望
ん
で
い
た

お
り、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
平

く
食
膳
に
上司令
の
を
今
か
ら
楽
し

ワ
ト
リ
の
ヒ
ナ
が
五
十
羽
や
っ
て

花
づ
く
り
の
ほ
か
に
ニ
ワ
ト
リ
の

み
に
し
て
い
ま
す。

キ
d
古
AE
-
-
)

や~
。

十
九
羽
)
と
卵
肉
兼
用
の
ロ
!
ド

種

(
二
十

一
羽
)
で
、

徳
泉
川
内

の
で
す
。

清
和
園
に
は
、
現
在
六
十
五
歳

で
き
た
て
の
平
屋
建
の
鶏
舎
に

飼
育
と
、
ま
た
楽
し
み
が

一
つ
ふ
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一滴のむだから

はじまる水不足コ

7日6月1日第20回水道週間

水
道
は
、
国
民
の
健
康
で
文
化

的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も
重

要
な
施
設
の
一
つ
で
あ
り
、
社
会

的、

経
済
的
な
諸
活
動
を
支
え
る

上
で
も
不
可
欠
の
施
設
で
す
。

※ 

J

八
U

ハυ

議
川
酬

水
道
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
第
二
十
回
水
道
週

間
が
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
全

国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

本
市
の
水
道
は
、
昭
和
三
年
に

②
の
③

O
G

給
水
開
始
さ
れ
、
今
年
は
五
十
周

年
に
あ
た
り
ま
す
。

水
は
限
り
あ
る
資
諒
で
す
。

む
だ
な
水
は
止
め
て
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。
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児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
入
、

ま
た
、
受
け
る
資
格
は
あ
る
が
、

現
在
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
人

は
、
毎
年
現
況
届
を
提
出
す
る
乙

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

福

祉

基

金

へ

寄

付

一

片
町
の
森
タ
ネ
さ
ん
~

て
社
会
福
祉
の
た
め
に
と
三
十
万

~

円

寄

付

さ

れ

ま

し

た

。

.

乙
の
尊
い
ど
遺
志
を
十
分
に
生
…

か
し
、
福
祉
基
金
と
し
て
、
福
祉
一

行
政
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
一

定

で

す

。

一

片
町
の
森
タ

ネ
さ
ん
は
、
亡

夫
福
治
さ
ん
の

忌
明
に
際
し
、

そ
の
ど
遺
志
に

よ
る
も
の
と
し

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

現

況

届

の

提

出

を

六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
に

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
預
金
通
帳

(児
童
手
当
を
振
り
込
ん
で
い
る

も
の
)
を
持
っ
て
福
祉
課
で
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
各
地
区
の
受
付
け
を
次
の
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ど
協
力
下
さ
い
。

三
浦
・
鈴
田
・
萱
瀬
地
区

六
月
一
日

i
三
日

福
重
・
松
原
地
区

六
月
五
日

t
七
日

大
村
地
区

六
月
八
日

t
十
四
日

竹
松
地
区

六
月
十
五
日

t
二
十
日

西
大
村
地
区

六
月
二
十
一
日

t
三
十
日

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送

昭
和
五
十
三
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
の
納
税
通
知
書
を
五
月
十
五

日
に
発
送
し
ま
し
た
。

務 ら
課 なも
へいし
お.乙 届
たとか
ず 'が な
ね あか
下りっ
さまた
いしり
。fこ
らわ
税か

)""""""'"ヘハ，....."..，..ρ"，，".‘ヘハ，....."..，.....、-"・Hへ.....，.........，.....、........ヘハ，.........，川、‘".・ヘハ"......、r....、瞬、..，."-，.'.."，....'二

④ ①な ，"""""'"帆，...，..，..，帆…帆…、 づ 療財 4星
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ミなそ険らお前世源 i国保相談 i てをは民 陵
{りの税れよ年帯 iζ 皆計 、健決税 ;
}ま月はま び のにな さ 算 そ 康 めの-

i完全護主幕毒装 そ ご存じですか 定kZE有 t 
f 。納 険 を、すい 納そ の -，
i め者 基家 るま 財 でとの 税 乙 つ乙 を税だめ れ必国 納 J 

なと 準族保 す政国な補はのてと決のくてに莞きめ も
{ け な にの険 。の 保ら助 、保 お にめ 総保 い も 弘
れ つ 決人税 主 のん金 国険り なる額 険 たと 医 の方 J 

I 
o G 
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Fま日 税 す税してどがと入途ななか険出をら、の険主
iす 頃納三一十十九七。のま保 世あ き つ中りけ の 者が い転あ 健 者う
。 、税月月 一 月月月 納す険帯つ、たにまれぼと遅い入る康と
J 国通 月 期。税主た 転 り 職 すば つ なれましい保な〈
保知 は ののと出、 場 。なて つ るすては 険 つ

; 世書 次額届 き入やの ら保たと。き他をた〈
帯は のをけ は な め健な険 と、たのや月え
く年七 と 1汁 出、どた 康い税 き乙 と市めと f
当HI月 お算 lζ そでり保乙をまのき町たは〈
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乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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りおおむ市政だより(3) 

※ 東連合婦人会創立30周年
自

動

車

税

記念講演と祝賀演芸会

大村市連合婦人会 (小松初子会長)は、乙のほど市

民会館で総会と創立30周年記念式典を行いました。乙

の日総会の席上で功労者の表彰や記念講演がありまし

た。 引続き行われた祝賀演芸会は、 各地区の婦人会か

らの演し物で大変にぎわいました。

の

納

付

は

5
月

別

常陸宮ご夫妻ご来県

全国ろうあ者大会にご出席

常陸宮ど夫妻が今月1日、本県を訪問されました。

ど夫妻は、長崎市で聞かれた全国ろうあ者大会に出席

するため訪れたものです。写真は空港を出られる時の

スナップですが、乙の日の妃殿下は、黄色のワンピー

スに自の帽子という装いでした。

日

ま

で
南北

第18固子ども大会

(
県
税
事
務
所
)

多彩なゲームでにぎわう

大村市子ども会育成会連絡協議会(上野諦信会長)

主催による第18因子ども大会が、5月5B、市営陸上

競技場で聞かれ、 ボーJレ乙ろがしやつなひき、また、

参加者全員による玉入れなどがあり、 楽しい「子ども

の日」となりました。

国際空港化ヘ一番機

定期チャーター便飛立つ

長崎空港と韓国ソウルを結ぶ国際定期チャーターの

第一便が先月21日、親善訪韓団113人を乗せて同空港

を飛び立ちました。来年3月末までに、ソウルのほか

香港‘バンコク、ハワイなどへも飛ぶ予定であり、今

後、 同空港の国際色が一気に高まりそうです。西
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注
射
と
検
診

-
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

乙
の
検
診
は
、
結
核
予
防
法
に

も
と
づ
き
、
結
核
の
早
期
発
見
と

早
期
治
療
に
よ
り
、
結
核
の
撲
滅

8月前半の日曜当番医
日 診療科目 医院名 所在地 電話

4 
内 科 与那城医院 池 田3-5575

外 科 中島外科 西三城町2-3875 

11 
内科 松尾内科 玖島町2-4412 

整形外科 松永整形 松 並2-4300

※ 

自

動

車

月日| 場 所 |時 間

i棚橋よι(尾盟送〕 9: 30--11: 30 

6/5 旭町アパート 13:00--14:00 

水計公民館 14:80--16:00 

9:00--10:30 

6/6 水主町星美幼稚園 11: 00--12: 00 

福祉セシター 13:00--15:80 

|l|H 親農和銀行昭和通社宅 9:30--10:80 
6/7 出津住宅松の湯前 11: 00N12: 00 

i 協会館
一一
13:30--16:00 

協和町九州産業よ乙 9:00--10:30 

6/8 市伝 染病棟 よ乙 11: 00--12: 00 

|特借宿舎よ乙 13:30--16:00 

|中地区住民セシター I9:00--11:30 

6/9 古 賀島公民館 13:00--14:00

桜馬場第一公民館 14:30--16:00

植松公民館 9:00--10:00 

原 口住宅遊園地
6/12 
原口公民館 13:30-14:30 

橋 口 医 院 15:00--16:00 

竹松アパートB棟よ乙 9:30--10:30 

6/13 竹松農業普及センター 11: 00--12: 00 

|竹松本町第1公民館 13:30-15:30 

水田郵便局ょこ 9:30--10:30 

古町 5区広場 11:00-12:00 

諏訪公民館 13:30-15:30 

坂口公民館 9:00--10:00 

6/15 池田公民館 10:30-12:00 

c;r池 田住宅公民館 13:30-15:30 

宮小路公民館 9:30-11:30 

黒丸久保井商庖よ乙 13:00--14:30 

寿古公民館 15:00--"]6:00 

トゲン検齢日程レンを
図
る
と
と
を
目
的
と
し
て
行
い

ま
す
。
毎
年
一
回
、
健
康
で
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
受
診
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
も
れ

な
く
受
け
て
下
さ
い
。

検
診
は
、
人
の
た
め
で
な
く
自

分
自
身
の
た
め
で
す
。

健
康
だ
と
恩
わ
れ
る
人
ほ
ど
、

検
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

該
当
者
次
の
人
を
除
く
全
員

ω就
学
前
の
乳
幼
児

ω小
・
中
・
高
校
な
ど
の
学
校

の
児
童
生
徒

同
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け

る
人

凶
現
在
、
結
核
の
治
療
を
受
け

て
い
る
人

削
妊
娠
中
の
人

料

金

無

料

午前g時~午後s時診療時間

税

の

納

付

-3歳児
検
診

対
象
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
生

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
同

年
五
月
か
ら
十
月
生
れ
で
ま
だ

受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し

て
下
さ
い
。

日
時
五
月
二
十
五
日

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
三
十

分
、
午
後
一
時

t
二
時
(
受
付
)

場
所
市
役
所
第
一

会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
乙
と
や
、

妊
娠
ま

た
は
、
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談

は

5
月

別

日

が
あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人

な
ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

場

所

市

役

所

健
康
相
談
室

B月の健康相談日程

日 内 R廿』

9:00--11:00 13: 00--16: 00 

妊婦相談 一般健康相談

7 乳幼児相談

---------19 妊婦相談 一般健康相談

21 乳幼児相談~ 

-
妊
婦
教
室

毎
月
市
役
所
健
康
相
談
室
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
六
月
は
、
中
地

区
公
民
館
で
実
施
し
ま
す
。

ま
で

(
県
税
事
務
所
)

場時
所間

午
後
一
時
三
十
分

t
四
時

中
地
区
公
民
館
(
中
央
町

パ
ス
停
下
車
〉

号室
月日 内 ，伺*"・

(第6/1?回) 。。。妊映は娠画じめ中、生ての保命母健親の創と(乳造な房'る心マ得ッサージの実習)

(第6/214回) 。。妊安産娠中のたの栄め養にの(補と助り動方作(貧・妊血婦食体の操実の習実)習〉

〈第6/g21回) 。。。産育映児後画の(、保赤ス健ちキンゃんシのッ入プ浴'のさせ方の実習)

(第6/428回) 。。家乳庭幼児の幸の環せ境のたと性め格に (家族計画)

日室教婦妊

-
血
液
型
検
査
(
無
料
)

大
村
ラ
イ
オ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ

大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ク
ラ
ブ
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
血
液
型
の
検
査

を
無
料
で
行
い
ま
す
。

次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
の
で

多
数
お
受
け
に
な
り
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時

五
月
二
十
四
日

午
後
一
時
三
十
分

t
一
二
時

場
所

市
民
会
館
三
階
(
会
議
室
)

※
詳
し
い
乙
と
は

東
三
城
町
一

O
の
五

大
村
ラ
イ
オ
シ
ズ
・
ク
ラ
ブ

保
健
聴
視
力
委
員
会

雷

@
l一
一
六
一
九
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も

よ

お

し

-
殉
国
者
春
季
慰
霊
祭

新
し
く
整
備
さ
れ
た
県
忠
霊
塔

で
、
春
季
慰
霊
祭
が
執
行
さ
れ
ま

す。
遺
族
並
び
に
市
民
多
数
の
参
列

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
参
列
さ
れ
る
人
の
遺
族

章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か
な
い

人
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
福
祉
課
、

各
出
張
所
、
ま
た
は
遺
族
会
で
お

受
け
と
り
下
さ
い
。

日
時
五
月
二
十
四
日

午
前
十
時
三
十
分
間
式

長
崎
県
忠
霊
塔

場
所

り

一
交
通
事
故
相
談(
毎
月
第
四
火
曜
日
)

‘一
日
時
五
月
二
十
三
日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

↑
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

おおむ

|相談|

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

，
I
II
l
l
i
--
1
1
1
i
l
¥
 

市政だより

葉

の

相

談

日

-
大
村
子
ど
も
劇
場

第
フ
回
例
会

人
形
劇

?
っ
そ
つ
き
テ
ン
ボ
を

し
っ
て
る
か
い
」

五
月
三
十
日

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

場
所
市
民
会
館

入
場
料
当
日
会
費
千
五
百
円

主
催
大
村
子
ど
も
劇
場

推
せ
ん
市
教
育
委
員
会

連
絡
先
富
③
|
九
五
六
六

(川
久
保
〉

雷
⑤
l
O八
七
七

(
佐
藤
)

演
目

日
時

募

集

(
毎
月
第
四
水
曜
日
)

.
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
の
通
算

関
係
、
保
険
給
付
や
手
続
き
な

よ」
日
時

五
月
二
十
四
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

5
月
初
日

(
土
)
午
後
1
時

I
4時

福
祉
セ
ン
タ
ー

一

1」
上

駅

通

り

商
庖

③

く

す

玉

割

り

タ
タ
キ
売
り

(
駅
前
通
り
)

そ

の

他

一

一

一

事

街

、

本

町

三

・

四

④

バ

ト

ン

ガ

i
ル

物

産

展

(

買

物

公

園

)

ス

ナ

ッ

プ

写

点
会

一

一

島

行

丁

目

商
庖
街
ア

l

(

向
陽
高
校
)

一

丁

今

ω

ケ

l
ド

が

完

成

し

⑤

プ

ラ

ス

パ
ジ
ド

一

4

誌

記

念
行
事
が
行
わ

(

大

村

部

隊

)

ネ

パ

l
ル

結

核

救

済

一

一

3

成

れ

ま

す

@

催

し

正

午

か

寸

チ

ャ

リ

テ

ィ

!

バ

ザ

l

一

一

町

完

五

月

二

十

七

日

①

黒
丸
踊

一

同

町

四

一

一

本

ド

式

典

十

一

時

②

竜
お
ど
り

一
前

l
v
m
大
村

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
大
な
お
、
皆
さ
ん
の
家
庭
の
不
要

一

一

、

一

か

ら

③

大

村

民

謡

」

駅

本

村

北

ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
品
も
当
日
ご
供
出
願
え
れ
ぽ
幸
い
一

一

切

ケ

①

花

火

打

上

五

月

二

十

八

日

ア

ー

ケ

ー

ド

の

完

成
を

記

念

し

チ

で

す

。

一

，
 

一

恥

二

げ

チ

ビ

ッ

コ

歌

A
q
戦
三
ア

l
ヶ
l

ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ
ー

を

行

い

ま

す

日

時

五

月

二

十

七

日

一

一

上

ヴ

②

テ

i
プ
カ
職
場
対
抗
歌
合
戦
「

ド

内

市

価

の

半

額

以

下

で

販
売
し
ま

場
所

親
和
銀
行
大
村
支
庖
前

↑

一

「

一

ッ

ト

六

月

四

日

す

の

で

ど

協

力

を

お

願
い
し
ま
す

午

後

一

時

一

-
第
河
町
長
崎
県

屋
外
広
告
物

コ
ン
ク
ー
ル
作
品

人

権

(

身

の

上

)

相

談

一

(
毎
月
第
一
木
曜
目
)
即

・
土
地
問
題
、

金
銭
貸
借
、
戸
籍
…

登
記
、
相
続
、
扶
養
、
家
庭
内
一

の
い
ざ
乙
ざ
、
そ
の
外
一
般
法
…

律

問

題

な

ど

一

日
時
六
月
一
日

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
一

三
時

県
お
よ
び
長
崎
県
屋
外
広
告
美

術
協
同
組
合
で
は
、
屋
外
広
告
物

の
色
彩
、
意
匠
、
構
造
な
ど
技
術

の
向
上
に
よ
る
環
境
の
美
化
を
は

か
る
と
と
も
に
、
屋
外
広
告
物
に

対
す
る
関
心
を
深
め
て
も
ら
い
、

美
し
く
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る

乙
と
を
目
的
と
し
て
第
十
五
回
屋

外
広
告
物
コ
ン
グ

i
ル
を
行
い
ま

す。応
募
資
格

県
内
在
住
者

課
題
都
市
美
化
(
表
現
は
自
由

で
す
が
、
内
容
は
公
共
性
を
基

本
と
し
、
商
業
性
の
も
の
は
除

き
ま
す
)

出
品
点
数
制
限
な
し
〈
た
だ
し

未
発
表
の
も
の
に
限
る
)

作
品
規
格

形
状
意
匠
が
独
創
性

に
富
み
、
屋
外
に
お
け
る
広
告

物
と
し
て
環
境
の
美
化
と
広
告

効
果
を
十
分
に
果
し
得
る
も
の

と
し
、
次
の
規
格
に
よ
る

寸
法
横
目
。
S
×
縦

g
s

厚∞

O
S

提
出
先

長
崎
県
屋
外
広
告
美
術

協
同
組
合
事
務
局
(
長
崎
市
出

島
町
一

O
ト
一
五
日
新
ビ
ル
内

電
長
崎

(
O九
五
八
)
@
|
三
一

九
九

作
品
澱
入

場
所
長
崎
市
公
会
堂
前
広
場

日
時

六
月
十
四
日
午
前
九
時

ま
で
に
各
自
で
撮
入

出
品
参
加
料

無
料

※
詳
し
く
は
長
崎
県
屋
外
広
告
美

術
協
同
組
合
事
務
局
へ

~
書
き
損
じ
た
ハ
.
力
キ

~
新
品
と
交
換
で
き
ま
す
v

誤
っ
て
印
刷
し
た
り
、
書
き
γ

~
損
じ
た
り
、
汚
し
た
り
し
た
ハ
〆

~
ガ
キ
や
郵
便
書
簡
(
ミ
ニ
レ
タ
山

山
!
)
は
新
し
い
も
の
と
交
換
で“一

v

き
ま
す
。

V

交
換
手
数
料
は
(
一
枚
に
つ
き
)
山

普
通
の
ハ
ガ
キ
H
三
円

往
復
ハ
ガ
キ
H
六
円

ミ
ニ
レ
タ
l
H
六
円

外
国
郵
便
用
ハ
ガ
キ
H
五
円
山

航
空
書
簡
日
十
円

山
※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
へ
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ス
ポ
ー
ツ

-
柔
道
協
会
長
杯

争
奪
柔
道
大
会

日対
時象

小
・
中
・
高
校
生

五
月
二
十
八
日
(
日
)

午
前
九
時
か
ら

市
武
道
館

五
月
二
十
五
日
ま
で
に

大
村
工
業
高
校

浦
山
丈
夫
さ
ん
へ

大
村
市
柔
道
協
会

申場
込所

主
催

回
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
の
成
績

四
月
二
十
三
日
、
男
女
各
十
二

チ

l
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
六
人
制

大

村

公

園

の

花

菖

蒲

一

シ
ー
ズ
ン
に
入
る
一

大
村
公
園
の
花
菖
蒲
な
ど
約
八
十
五
種
、
三
千
株
一

菖
蒲
は
六
月
を
知
が
い
っ
せ
い
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
一

ら
せ
る
か
の
よ
う
優
雅
で
清
楚
な
そ
の
花
は
、
き
-

に
一
日
か
ら
シ
ー
っ
と
あ
な
た
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
-

ズ

ン

に

入

り

ま

す

く

れ

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

~

規
模
と
種
類
で
な
お
、
開
花
状
況
に
つ
い
て
は
…

西
日
本
一
を
誇
り

市

商
工
観
光
課
へ
お
問
い
合
せ
下
一

江
戸
菖
蒲
・
肥
後

さ

い

。

一

融

限
度
額
二
百
万
円

返
済
期
限

中
元
資
金
十
月
末
日

年
末
資
金

三

月

末
日

利
率
五
・
七
銘
(
旧
六

・
七
労
)

申
込
先
大
村
信
用
組
合

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
、
ま

た
は
大
村
商
工
会
議
所
へ

優
勝
大
村
ク
ラ
ブ

二
位
大
村
工
業
高
A

男
子
九
人
制

優
勝

大
村
ク
ラ
ブ

二
位
航
空
隊

女
子
九
人
制

優
勝

大
村
婦
人
ク
ラ
ブ

二
位
ひ
ま
わ
り

資

-
季
節
資
金

金
利
引
%
↓
日
%

対
象
市
内
で
一
年
以
上
事
業
を

継
続
し
て
い
る
事
業
所

'J
一、J-'ec
‘、
.
f
t
'
1
J
1
J
R
F
f
、J
t
，J
皿、‘三一
'
t
J
-
e
E
r
ezJ
、J
1
2
t
F
z
t
'
t
J
，‘/
e
f
句、，
z
，ご.‘、
f
-
e
'
'
R
f
，.，，
F
5
司、P
2
・-イ

マ
山
口
良
子
(
岩
松
)
、
一
瀬
照
h

…

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

子

(

池

田

)

一

万

一

千

六
百
五
)

十

円

川

~
i
l
i
-
-

マ
佐
古
和
博
(
祝
崎
郷

・
亡
長

男

マ

川
添
ソ
ト
ヱ
(
久
原
郷

・
亡
夫

叩

〈

一

香

典

返

し

一

敬

称

略

完

文

)

二

万

円

豊

)

十

万

円

教

育

委

員

会

ヘ

ゾ

J
f
l
i
l
-
-
L

マ
田
口
ツ
ヨ
(
乾
馬
場
郷
・
亡
犬

1

1

1

1

1

寸
寸
ぺ
1
1
1
1
J

マ
大
村
青
年
会
議
所
(
仲
野
淳

一
A

V

社

会

福

祉

事

業

費

へ

亀

一

)

二

万

円

一

一

般

寄

付

一

敬

称

略

山

A

マ
植
木
田
千
鶴
子
(
野
田
郷

・

亡

仁

川

口

し

理

事

長

)

九

万

二

千

円

へ

へ

夫
嘉
明
〉

三

万

円

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

-
不
況
に
伴
う

離
職
者
救
済

特
別
融
資

目
的

最
近
、
不
況
の
深
刻
化
に

よ
り
、

賃
金
が
不
払
い
の
ま
ま

離
職
す
る
労
働
者
が
多
発
す
る

現
状
に
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
労

働
者
の
生
活
安
定
を
図
る
た
め

当
分
の
問
、
救
済
措
置
を
行
う

融
資
の
対
象
不
況
に
よ
り
賃
金

が
不
払
い
の
ま
ま
解
雇
さ
れ
、

ま
た
、

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
労
働
者
で
、
再
就
職
の
意
思

が
あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
に

求
職
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
る

人
で
、
「
賃
金
の
支
払
い
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る

国
の
立
替
払
い
を
受
け
て
い
な

い
人

融
資
の
条
件
な
ど

限
度
額
一
人
三
十
万
円
以
内

期
間
十
五
カ
月
以
内

(
う
ち
据
置
三
カ
月
)

利

率

年

三

Mm

金
融
機
関

長
崎
県
労
働
金
庫

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
へ

一
曲
四
闘
関
醐
闘
…

山
(ω
・:
最
近
は
よ
く
各
市
の
繁
華
山

街
で
火
災
が
発
生
し
、
乙
れ
山

が
ま
た
、
焼
死
者
を
出
す
大
山

惨
事
に
発
展
し
て
い
る
ニ
ュ
山

i
ス
を
聞
き
ま
す
。

H

火
H

は
ほ
ん
と
う
に
恐
し
九

い
も
の
で
、

生
命
は
勿
論
、

大
切
な
財
産
ま
で
あ
っ
と
い
ハ

う
ま
に
燃
や
し
て
し
ま
う
の
山

で
す
。

-H@
:・
市
内
の
あ
ち
乙
ち
で
も
、
V

自
衛
消
防
隊
が
結
成
さ
れ
、
一

折
を
み
て
は
、
町
内
の
皆
さ

一日

ん
が
集

っ
て
消
火
訓
練
に
汗
~

を
流
し
て
お
ら
れ
る
の
を
見
V

て
心
強
く
思
い
ま
す
。

f
@・
:
本
町
二
丁
目
の
H

自
衛
前
川

防
隊
ρ

は
、
同
じ
条
件
下
に
山

あ
る
島
原
市
内
の
ア
l
ケ
l
f

ド
の
火
災
現
場
を
視
察
し
、

発
生
原
因
や
そ
れ
に
対
処
す
日

る
方
法
な
ど
を
岡
市
の
署
員
-一

か
ら
指
導
を
う
け
、
ア
1
ケ
J

!
ド
の
防
災
に
万
全
を
期
し
い
・

た
い
、
と
張
切
っ

て
い
ま
す
f
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